
�
������������������	
����������		

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������
�������	
��
�����

��������	��
��
����������
����

�������	
���
�������

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
に
育
ま
れ
た

豊
か
な
住
環
境
や
景
観
が
、
芦
屋
文
化
の

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
芦
屋
な
ら
で
は

の
風
土
の
中
か
ら
、
国
際
性
豊
か
な
創
造

者
た
ち
も
数
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

成
熟
し
た
大
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
や
、

美
し
い
言
葉
づ
か
い
や
暮
ら
し
の
マ
ナ
ー

な
ど
、
先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
洗
練
さ

れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
魅
力
は
、
決
し

て
短
時
間
で
は
創
り
出
せ
な
い
文
化
資
源

と
し
て
の
高
度
な
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

五
十
年
後
、
百
年
後
を
意
識
し
て
、
芦

屋
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
固
有
の
価

値
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
基
盤
と
な
る
、
自

然
環
境
や
海
か
ら
山
へ
と
続
く
街
並
み
景

観
を
守
る
こ
と
。
ま
た
、
先
人
た
ち
が
生

み
出
し
た
有
形
無
形
の
資
源
の
価
値
を
広

く
市
民
に
伝
え
、
新
た
な
創
造
を
誘
発
す

る
学
び
や
発
表
や
交
流
の
場
を
設
け
、
先

端
性
・
創
造
性
・
国
際
性
を
発
展
的
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
。
こ
う
し
た
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
文
化
の
発
展
的
継
承
こ
そ
、

芦
屋
文
化
の
未
来
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
芦
屋
固
有
の
文
化
を
創
造
し
評

価
し
て
い
く
に
は
、
市
民
の
高
い
意
識
と

主
体
的
な
行
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
都
市

政
策
と
し
て
の
文
化

行
政
は
、
市
民
の
参

画
抜
き
に
推
進
で
き

な
い
こ
と
も
、
認
識

し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
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芦
屋
の
都
市
固
有
の
価
値
を
持
続
的
に

高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
熟
し
た

生
活
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
や
負

担
力
の
あ
る
市
民
や
事
業
者
を
増
や
す
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
未
来
へ
の
投
資

事
業
と
し
て
文
化
政
策
を
行
う
な
ら
ば
、

将
来
の
経
済
誘
発
効
果
は
十
分
見
込
め
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に
、
文
化
へ
の
投

資
が
滞
れ
ば
、
都
市
の
価
値
が
下
が
り
、

経
済
的
な
活
力
も
低
下
し
て
い
く
悪
循
環

が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

芦
屋
に
は
、
衣
食
住
全
般
に
わ
た
っ
て
、

い
ま
な
お
先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
洗
練

さ
れ
た
知
識
や
感
性
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
芦
屋
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
経
験
価
値
を
経
済
活
動
と

両
輪
で
育
ん
で
い
く
、
都
市
や
生
活
に
根

ざ
し
た
新
た
な
産
業
創
出
の
資
源
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
に
は
日
常
型
の
生
活
文
化

と
、
非
日
常
型
の
芸
術
文
化
・
学
術
文
化
・

宗
教
文
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
文
化
行
政

が
主
な
対
象
と
す
る
の
は
、
生
活
文
化
と
、

芸
術
文
化
・
学
術
文
化
で
す
が
、
生
活
文

化
の
質
を
高
め
て
い
く
に
は
、芸
術
文
化
・

学
術
文
化
へ
の
投
資
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
を
怠
る
と
生
活
文
化
は
衰
退
の
道

を
た
ど
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ

し
い
生
活
文
化
を
創
造
す
る
都
市
へ
と
、

芦
屋
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
持
続
的
に
高
め

て
い
く
に
は
、
芸
術
文
化
・
学
術
文
化
へ

の
多
様
な
投
資
の
仕
組
み
を
創
り
あ
げ
る

こ
と
も
不
可
欠
で
す
。
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芦
屋
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
根
ざ

し
、
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
持

続
的
に
高
め
る
、
都
市
政
策
と
し
て
の
文

化
行
政
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
政
策
の
重
点
を
明
確
に
し
た
戦
略

的
な
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

提
言
で
は
、「
都
市
文
化
政
策
」「
市
民

文
化
政
策
」
の
二
つ
の
方
向
性
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

都
市
文
化
政
策
に
つ
い
て
は
『
自
然
環

境
の
保
全
と
、
良
質
な
景
観
の
形
成
』

『
文
化
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ア
ク
セ
ス

の
改
善
』
『
芦
屋
固
有
の
文
化
資
源
を
活

か
し
た
産
業
の
創
出
』
、
ま
た
、
市
民
文

化
政
策
に
つ
い
て
は
『
人
的
資
源
の
活

用
・
育
成
の
仕
掛
け
』
『
市
民
主
体
の
事

業
を
育
む
仕
組
み
と
支
援
』
に
そ
れ
ぞ
れ

分
け
て
、
左
記
の
と
お
り
、
具
体
的
な
提

言
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
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・文化ゾーンをはじめ、緑豊かな住環境・街並みの破壊
　を防ぎ、次世代に受け渡す良質な景観を形成していく
　ために、都市計画や建築行政と文化行政の連携をいっ
　そう強化する。
・宮川の自然の回復や、クロマツ並木の修景整備など、　
　芦屋の環境資源の核となる自然・景観資源の回復や保
　全のために、都市計画や環境行政と文化行政の連携を
　いっそう強化する。
・散歩を楽しむことのできる、おしゃれな住宅や店舗の
　外観や庭木や花など、豊かな表情を醸し出すまちの景
　観文化やその担い手を評価し支援する。

�������	
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・文化ゾーンと阪神間の文化施設等をネットワークする、
　“るーぷバス”（阪神南県民局が平成19・20年度に試行）
　を発展的に活かしていくことや、人の営みも含めた
　新・芦屋百景の選定やマップの作成等、アクセスや情
　報発信の工夫によってまちの空間や資源にふれる機会
　を増やし魅力を伝える。
・モダニズムの遺産のみならず、古代や中世・近世の歴
　史遺産も都市の文化資源として有効に位置付けネット
　ワークしていく。

�������	
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・芦屋固有の海から山に続く美しい景観を背景に、成熟
　都市として人生の最後まで健やかに豊かに過ごせる暮
　らしの舞台としての施設やサービスを開発するなど、
　産業政策に文化政策の視点を入れる。
・芦屋の自然環境・住環境にクリエーターが集まる仕掛
　けをつくることによって、クリエーターの感性が芦屋
　のまちに反映され相互に磨かれていく関係を生み出す。
・芦屋に蓄積されてきた生活文化を経験した市民が良質
　なサービスや商品の創造者・提供者へと転じていく循
　環によって、都市と人が成熟していく産業文化を根付
　かせる。
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本
市
で
は
、こ
れ
ま
で「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都

市
建
設
法
」（
昭
和
二
十
六
年
）に
基
づ
い
て
、国
際

文
化
住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
・
経
済
環
境
の
変
化
や
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
と
財
政
負
担
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
背
景
に
、
本
市
の
文
化

行
政
は
大
き
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
先
人
た
ち
が
生
み
出
し
た
有
形
無
形

の
資
源
の
価
値
を
、
広
く
市
民
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
創
造
を
誘

発
す
る
学
び
・
発
表
・
交
流
の
場
を
設
け
、先
端
性
・

創
造
性
・
国
際
性
を
発
展
的
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
長
期

的
視
野
に
立
っ
た
文
化
の
発
展
的
継
承
こ
そ
、
芦

屋
文
化
の
未
来
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
・
民
間
団
体
・
行
政
等
が
相
互

に
連
携
し
、
本
市
な
ら
で
は
の
今
後
の
文
化
行
政

の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
、
芦

屋
市
文
化
行
政
推
進
懇
話
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
懇
話
会
か
ら
「
芦
屋
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス　

芦
屋
市
文
化
行
政
推
進
に
対
す
る
提
言
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
で
は
、『
文
化
基
本
条
例
の
制
定
』

『
文
化
施
策
の
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
』『
文
化
政
策

推
進
の
た
め
の
第
三
者
機
関
の
設
置
』
な
ど
の
重

点
課
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
具
体
案
と
し
て
は
『
新
・
芦
屋
百
景
』
の

選
定
や
マ
ッ
プ
の
作
成
、『
芦
屋
学
』
の
展
開
や

『
芦
屋
検
定
』
と
の
連
携
を
図
っ
て
、
市
と
し
て

『
生
活
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
』
の
認
定
を
し
て
い
く

ほ
か
、
多
く
の
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
提
言
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
基
本
的

な
考
え
方
を
尊
重
し
、
市
民
・
民
間
団
体
・
行
政

等
が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
施
策
へ

の
提
言
も
可
能
な
限
り
実
施
し
て
い
け
る
よ
う
、

今
後
の
文
化
行
政
の
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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　緑深い六甲山と、前面に広がる青
い海に抱かれた「美しいまち芦屋」。
　洗練された街並みと、生き生きと
した人々の暮らし。常に時代の風を
受け止め、創造的に生きる芦屋市民
と芦屋の街をイメージしています。

　

提
言
で
は
、「
総
合
的
な
都
市
文
化
政

策
を
掲
げ
、
都
市
文
化
の
担
い
手
と
し
て

の
主
体
的
な
市
民
文
化
を
育
ん
で
い
く
に

は
、
そ
の
た
め
の
文
化
行
政
の
推
進
シ
ス

テ
ム
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
、

本
市
の
文
化
行
政
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
転

換
を
図
っ
て
い
く
際
の
鍵
と
な
る
項
目
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
項
目
と
し
て
は
、「
社
会
教

育
施
設
の
運
営
の
あ
り
方
」「
文
化
行
政
の

所
管
部
署
の
あ
り
方
」
の
ほ
か
、「
評
価
シ

ス
テ
ム
と
第
三
者
機
関
の
設
置
」
お
よ
び

「
文
化
基
本
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
提
言
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
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最
後
に
、「
提
言
に
込
め
た
思
い
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
伝
え
、
共
感
の
輪
を
広
げ
て

い
く
た
め
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（「
山

の
緑
」「
青
い
海
」「
元
気
な
市
民
」の
住
む

「
美
し
い
都
市
」芦
屋
。）と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク（
右
図
）の
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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・芦屋ゆかりの人的資源として、高度な専
　門性を持つ人材から、芦屋ならではの成
　熟した文化を体現する生活者としての
　高齢者層など、多様な知恵の持ち主を活
　かす。
・市民提案型の講座やイベントなど、市民
　自身が市民の人材を掘り起こして活用
　し、ネットワークが広がっていくような、
　協働事業の枠組みや支援制度を設ける。
・団塊世代の退職を期に今後急増していく
　リタイアメント層の地域への関わりを
　サポートする仕組みをつくり、健康で活
　力ある文化創造の担い手としても活躍
　できる道をつくる。
・古書や骨董や写真をはじめ、芦屋ならで
　はの豊かな生活文化マイスターの認定
　プログラム（芦屋学の展開や芦屋検定と
　の連携等）の普及を通して、人材育成に
　つなぐ。
・イベントを産業化し、自律的にまちの中
　で展開していけるような、プランナーの
　育成を目的とした講座などを設ける。
・芦屋の文化を次世代に伝え、次世代の創
　造力を育んでいくために、学校教育や幼
　児教育と文化施設のいっそうの連携を
　進め、優しさや思いやりを育む情操教育、
　活力を育む体力増強など、そして子ども
　たちに豊かな文化体験を創出する。

�������	
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・ルナ・ホールや公民館での市民企画の公
　募など、徐々に試みられつつある参画・
　協働型の事業を増やしていくことを入
　り口として、市民自身が企画・実施する

　イベントの数々がまちなかで繰り広げられる
　文化風土の醸成を目指し、新たに創設された市
　民参画・協働推進に関わる制度を積極的に文化
　事業に導入していく。あわせて柔軟な施設利
　用や広報支援のシステムも必要である。
・実行委員会方式による「芦屋芸術月間」等を設け
　ることをはじめ、学芸員やボランティアスタッ
　フの協力による文化探訪ツアーなどを協働で
　実施する。
・文化事業の担い手となる市民層を広げ、公民館
　等の利用効果を高めていく方策の１つとして、
　社会教育登録団体の登録のあり方について、登
　録の更新に際し、実際の活動状況等を審査する
　仕組みを作ることにより、団体の流動化を図り、
　公共性・公益性を高め、生涯学習の成果がまち
　の営みに反映され循環していく仕掛けを作る。
・既存の協働事業である、委託事業、共催事業、
　補助事業などが、より有効に活かされていくよ
　うに、委託や共催事業は企画・立案プロセスか
　ら協働することや、補助事業は提案型で選定す
　る方法など、協働のあり方を見直していく必要
　がある。
・市民参画・協働推進の指針と条例に基づいて設
　けられた施策への市民提案制度や、あしや市民
　活動センターでの情報提供や交流なども、有効
　な支援策として活用できる。
・防災や環境や福祉など、多様な分野にわたる協
　働事業に、アーティストの参加など芸術文化の
　要素を加えることで、芸術文化と市民の暮らし
　の接点を広げていく。
・芦屋の生活文化に根差した市民主体の多様な事
　業を推進するために、芦屋市市民文化振興基金
　および芦屋市芸術文化活動助成要綱が設けら
　れているが、芦屋市独自のメセナ事業としての
　市民の貴重な善意である寄附を活かす文化風
　土を育てるべく、既存基金をいっそう有効に機
　能させていくための活用手法を導入する必要
　がある。
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　平成20年第２回定例会は、６月６日（金）に招集され、26日（木）ま
での日程で開催する予定です。本会議・各委員会の予定は次のと
おりです。傍聴を希望されるかたは、日程が変更になることがあり
ますのでお確かめの上、ご来場ください。
����������������	��
����������������常任・議会運営委員会委員の選任・
　　　　　　　　　　　　　　議案提案説明等
�����������������	
議案・請願等の審査
�����������������	��
�����������������������一般質問等
�����������������	��
�����������������委員長報告、討論、表決等

�����������������

　「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全カ
ラー刷り）を、発行・発売しています。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・
文化―。それらにふれつつ散歩を楽しめるコー
スの紹介、行政の動きや統計、また市内の医療機
関一覧などの情報が、写真170点のほかイラスト
や地図とともにわかりやすく掲載されています。
������市役所行政情報コーナー・ラポルテ
市民サービスコーナー　����300円
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　中学校２年生が５日間学校を離れ、地域や自然の中で主体的にさまざまな体
験をし、「共に生きる心」や「感謝の心」を育み、自立性を高めるなど、「生きる力」
を育成することを目的に実施します。開始から11年目を迎え、地域の皆さんの
ご協力で、生徒たちが社会のルールやマナーを身につけ、将来の目標を定める
手がかりとなるなど有意義な場となっています。
　今年も市内の事業主のかたで、新たに受け入れ可能な活動がありましたら、
ぜひご連絡をお願いします。　地域の皆さんには、生徒が働いている姿を温かく
見守っていただきますよう、ご理解とご支援をよろしくお願いします。
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�
��
������
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学
生
親
善
使
節
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
、
昭
和
三
十
九

年
で
す
。
今
ま
で
、

百
七
十
六
人
の
か
た

が
学
生
親
善
使
節
と

し
て
、
お
互
い
の
市

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
八
月
の

三
週
間
、
モ
ン
テ
ベ

ロ
市
内
の
家
庭（
一

週
間
×
三
家
庭
）に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

市
長
表
敬
訪
問
・
二

世
パ
レ
ー
ド
な
ど
の

交
流
事
業
に
参
加
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
学
生
親
善
使
節
に
選
ば
れ
た

か
た
は
、
次
の
二
人
で
す
。
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�
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（
大
学
生　

新
浜
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
【
抱
負
】
学
生 
親
善

　
　
　
　
　
　
　
　

使
節
と
な
っ
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
、
芦
屋
市
と
モ

　
　
　
　
　
　
　
　

ン
テ
ベ
ロ
市
、
ひ
い

て
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
友
好
の
た
め
に

現
地
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
・
異
文
化
理
解

を
深
め
、
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
吸
収

し
て
、
自
分
の
肌
で
感
じ
た�
世
界�
を

日
本
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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大
学
生　

三
条
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
【
抱
負
】
芦
屋
の
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
モ
ン
テ
ベ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　

を
訪
問
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
モ
ン
テ
ベ
ロ
の
皆
さ
ん
に
、
日
本

の
文
化
や
芦
屋
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
伝
え

た
い
と
思

い
ま
す
。

芦
屋
と
モ

ン
テ
ベ
ロ

の
親
交
が

よ
り
深
ま

り
、
強
い

も
の
と
な

る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
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　モンテベロ市からの学生親善使
節は、８月１日から約３週間、市内
に滞在します。ホームステイ（約
１週間）させていただける市内の
家庭を募集します。引き受け家庭
には、１泊・2,000円の補助金をお
支払いします。

���������　６月１日（日）
午後１時～３時　���　国際交
流協会・大会議室　�����　
ファクスで上記へ
※受け入れに関心のあるかたは、
　お気軽にご参加ください。
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